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目的 スケジュール(目安）

　笠間市の観光は、イベントやまつりを実施することで交流人口を拡大してきました。

5/下旬 第２回検討会開催

先進地視察

成田市（未定）

どこの国をメインに、どのような客種を呼ぶのか？

笠間の何をメインに売り込むのか？

検
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を
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に
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備
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　この様な背景を踏まえ、笠間市観光振興の将来を見通す時、国内観光客誘致強化と共に、外国人の受入態勢を整え国
の内外を問わず来訪者が快適に滞在できる観光地を目指すことで交流人口の拡大を図ってゆきたいと考えます。

県・観光庁、対象国観光局・旅行会社、
民間のネットワークとの連携

笠間市役所
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マーケティング

外国人旅行者受入に対する現状と課題の整理

対策すべき内容の
確定

どこをどのように
整備するのか

誘致活動機能

社寺、宿泊施設、販売店、飲食店、商店街、入場施設、案内所、輸送機関、ターミナル

　　施設内外のサインや表示、ガイド、メニュー、パンフレット、HP、クレジット対応

　　観光協会、商工会、協議会、組合などの組織・団体と笠間市

　　プロモーション、情報発信、誘致活動
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外国人の訪れる現場

なぜ、外国人旅行者受入整備が必要なのか？

笠間市における外国人旅行者の受入
を推進するための方向性を決定する

ビジョンの確立

社寺・文化芸術施設・商店会・宿泊施設・運輸機関・
観光施設・協議会・協会・組合等

役
割

　しかし、近年、多発する自然災害などに加え、不安定な経済、人口減少、少子高齢化社会を迎える中、観光の地域間競
争も激化し、今後の観光誘客における悲観的要素が高まっており、先細り傾向に対応する新たな交流人口拡大策が必要
と考えられます。

  国では、海外へのプロモーションや外国人受入整備を強化し外国人の交流人口を拡大する施策を打ち出しています。こ
の結果昨年(平成２５年）には、外国人旅行者数が１０００万人を突破しました。また、「和食」がユネスコ無形文化遺産登録
され、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの誘致も決定し、外国人を対象にした観光振興の基調は強いものがあ
ります。

笠間市外国人旅行者受入検討会

4/18 第１回検討会開催
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検討会・先進地視察を基にビジョンの確立

第３回検討会開催

現状の課題抽出

事業趣旨、全体計画説明

7/下旬～

６／下旬
～7/中旬

ハード面の課題

外国人が滞在する場
所や施設 交通など

ソフト面の課題

外国人と接する人や
パンフ 情報発信など

民間と市役所の協

働
ハード面の課題

外国人が滞在する場所
や施設、交通などの整備

ソフト面の課題

外国人と接する人やパンフ、情

報発信などのノウハウ

民間と市役所の協働


